柔道選手の体幹筋パワーに関する基礎研究 by 春日井,淳夫
明治大学人文科学研究所紀要　第50冊　（2002）65－82
　　　柔道選手の体幹筋パワーに関する基礎研究
　　　　　　　　　春日井淳夫
66
Abstract
Basic　studies　on　the　trunk　muscle　power　for　JUDO　athlets
KASUGAI　Atsuo
　　　　The　purpose　of　this　study　is　to　measure　dynamic　trunk　muscle　power　of　the　judo　athlets　using　the
Cybex　dynamometer．　The　subject　made　it　to　be　eleven　judo　athlets　and　twelve　untrained　university
students．　The　trunk　muscle　power　measurement　was　carried　out　using　CYBEX　TEF，　and　the　meas－
urement　position　was　made　to　be　two　positions　of　trunk　extension　and　flexion．　The　measurement　pro－
tocol　followed　the　CYBEX　TEF　standard　protocol．　The　measurement　angle　velocity　was　made　to　be
fore　types　of　60，90，120　and　150　deg／s．　The　mean　trunk　extension　muscle　power　the　judo　athlets　sig－
nificantly　increased　it　in　comparison　with　untrained　university　students，　and　there　was　the　significance
at　the　each　measurement　angle　velocity．　The　signi且cant　and　negative　correlation　was　recognized　trunk
extension　muscle．垂盾翌?秩@and　angle　velocity　in　judo　athlets　and　untrained　university　students．　It　is　indi－
cated　that　the　muscle　strength　lowers　with　the　increase　in　the　speed．　In　judo　athlets　and　untrained
university　students，　the　change　of　the　decreasing　rate　of　trunk　extension　muscle　power　decreased　with
the　increase　in　the　angle　velocity．　And，　there　was　a　significant　difference　on　the　decreasing　rate　in　judo
athlets　and　untrained　university　students．　Especially，　in　the　high・speed　region，　there　was　the　sig－
nificance　on　the　decreasing　rate　of　the　judo　athlets　between　untrained　university　students．　The　mean
trunk且exion　muscle　power　the　judo　athlets　signi丘cantly　increased　it　in　comparison　with　untrained
university　students，　and　there　was　the　significance　at　the　each　measurement　angle　velocity．　The　sig－
nificant　and　negative　correlation　was　recognized　trunk　flexion　muscle　power　and　angle　velosity　in　un－
trained　university　students．　However，　there　was　no　correlation　at　trunk　fiexion　muscle　power　and　an－
gle　velocity　of　the　judo　athlets．　This　indicates　that　trunk且exion　muscle　power　of　the　judo　athlets　does
not　receive　the　effect　of　the　speed．　In　judo　athlets　and　untrained　university　students，　the　change　of　the
decreasing　rate　of　trunk　fiexion　muscle　power　decreased　with　the　increase　in　the　angle　velocity．
However，　there　was　no　significance　on　the　decreasing　rate　of　judo　athlets　and　untrained　university　stu－
dents．　These　results　syggested　that　trunk　extension　muscle　power　did　not　lower　even　in　the　scene　in
which　the　movement　velocity　is　rapid　on　the　judo　athlets．　And，　trunk　flexion　muscle　power　also　indicat－
ed　that　it　was　demonstrated　without　receiving　the　effect　of　the　movement　velocity．
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《個人研究》
柔道選手の体幹筋パワーに関する基礎研究
春日井　淳　夫
はじめに
　本研究は，「柔道選手の体幹筋パワーに関する基礎研究」という研究課題で，明治大学人文科学研
究所から1999年度，2000年度の2年間，個人研究費を給付され行われたものである。
　柔道選手の体力，特にパワーに関する研究を進めるに当たり，研究の方向性を明確にするため，ま
ず研究に至るまでの経緯として，科学的トレーニソグに関する研究小史と，その科学的トレーニング
が柔道競技へどのような形で応用が可能であるかをまとめた。次いで，実際に行った測定をもとに，
研究成果を報告する。
1．研究に至るまでの経緯
A．科学的トレーニングに関する研究小史
　科学的トレーニング発達の端緒は，1976年にThorstensson．　A．ら26）が，「筋力とスピードの関係」
という考え方を報告したことであると考えられている。彼らが示した「カー速度曲線」は，ある筋が
ある運動を行うとき，運動速度の増加に伴い発揮できる筋力は減少していくことを理論的に説明して
いるもので，若干の個人差があるもののすべてのヒトにあてはまる。
　パワーは「単位時間内に行える仕事量」のことであり，「力×距離」を「時間」で除したもの，換
言すれば「力（筋力）×速度」で表される。このパワーが競技力に大きな影響を及ぼすことは周知のこ
とである。
　柔道は力型のスポーッと言われ，基礎となる絶対的な筋力が不可欠である。しかしスポーツ全般に
わたってスピード化が進んでいる現在，やはり柔道でもパワーの向上がトレーニソグの目標となる。
かっては，教科書的方法によってスロースピードで最大筋力の向上だけを目的としたウェイトトレー
ニングが主流であったが，それは競技力向上のための必要条件であっても十分条件にはなり得ないと
いうことが認識され始めている。過去においては，競技の特性を踏まえて，筋力優先あるいはスピー
ド優先などというトレーニング法の発想も成り立ったが，世界の競技スボーッの現状をみる限り，こ
れからの競技スポーッにとって，筋力，スピード両要素の底上げが最低条件となると思われる。
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　柔道は稽古をすることがすべてであり，その中で自然に筋肉が鍛えられると考えられていた時代か
ら，スポーッ科学の発達によって普段の稽古にプラスして身体の各部位別の集中的トレーニングを織
り混ぜていく方法などが考え出された。そのための各種トレーニソグ機器の開発も進み，活用される
ようになった。しかし実際の現場では，最大筋力の向上のみに目が向けられ，等尺性（Isometric）
や等張性（lsotonic）のトレーニングが中心的であった。ようやく近年，前述のように「動きの中で
いかに筋力を発揮させるか」の重要性が理解され，最大筋力の向上は当然のこととして，スピードの
向上による，いわゆるパワーの向上がその目標とされ始めてきた。等速性（Isokinetic）トレーニン
グはそれを可能にする手段として期待され，またさらに筋と神経との連携にまで留意した，プライオ
メトリック・トレーニングやPNF理論などが登場し，トレーニング法は細分化の一途を辿っている。
　現在までに広範に行われてきた代表的トレーニング法は，筋の収縮の様式で区別するとIsometric，
IsotonicおよびIsokineticトレーニングに分類できる。現在トレーニングの中核を成しているのは，
前の二つである。またIsometricおよびIsotonicトレーニングでは発揮される筋力に重点が置かれ，
運動速度についてほとんど考慮されない点に共通の特徴がある。しかし，実際には「動き」の中で発
揮される筋力が重要であることが，パワーの概念によって理解されており，Isokineticトレーニング
が注目されてきている。
　Isometricトレーニングは，筋肉の長さを変えずに筋肉を緊張させて行う方法であり，関節角度は
変わらず動作が外部には現れないという特徴を持つ。これは，等尺性あるいは静的トレーニングとも
呼ばれ，固定された物体に自発的に筋力を発揮させることで成立する。かつてHettingerら5）の発表
を受けてアメリカで広く普及した。このトレーニング法は，速度を無視して時間との関係だけから簡
単に実行でき，特別な器具や技術を要しないという利点がある。さらに，最大筋力発揮が自発的であ
るため，過負荷による傷害も生じにくい。しかし，競技場面において動きを伴わない局面はほとんど
なく，関節角度に変化がないこの方法では，速度を加味したパワーの向上を期待するには限界がある
と考えられる。
　Isotonicトレーニングは，ある重量物（負荷）を抵抗にして関節角度を変えるような運動を行うと
き，筋肉は抵抗物（負荷）に相当した筋力を発揮しながら長さを変えるという筋力発揮パターソを用
いたトレーニングである。そらにこのトレーニングは，筋肉が短縮しながら筋力を発揮する場合（負
荷く筋力）をConcentric，伸張しながら筋肉を発揮する場合（負荷〉筋力）をEccentricと二つに分
類される。このトレーニング法の特徴は，常に発揮している力が一定に保たれる（等張性）ことであ
り，一般にウェイトトレーニングと称されているものがこれに該当する。このトレーニソグはISO－
metricトレーニングと異なり，関節運動を伴う点で競技場面に近いものであるが，負荷が一定であ
るためいくつかの問題点がある。一つは，各人の最低負荷を設定しなければならないことである。各
人の発揮できる筋力は，関節の角度によって異なるため，ある角度における最低負荷がトレーニング
全体を制限してしまい，実際には一部の筋肉だけを鍛えていることになる（他の筋肉は最大下の負荷
しか受けない）。もう一つは，痛みや疲労に対応できないため，各人に無理がかかり危険となる場合
や，全くトレーニングを中止せざるを得ない場合があることである。
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　このように，これまで広く普及してきたトレーニソグ法には一長一短があり，競技力向上のための
必要条件である筋力は増加しても，動きの中でスピーディな筋力発揮を可能にする手段としては満足
できるものではない。実際の競技場面における運動速度を考えると，従来の方法だけでは不十分であ
り，新たなトレーニング方法の模索が必要であると思われる。
　Isokineticトレーニングは，運動速度を規定した一定速度内で力を発揮させるというトレーニング
法である1）。このトレーニングにおける筋収縮は，一定速度での運動の全過程にわたる最大限の収縮
と定義される。
　一般に行われてきているウェイトトレーニソグは，運動部位には運動開始から終了まで加速度が生
じるため運動速度が一定になることはないが，Isokineticの場合は，人工的に速度を一定にしている
ため，規定された速度よりも早く運動を行おうとすると，その速度を越えようとする力，すなわち加
速度を発生する力が抵抗として筋にかかる。またIsotonicなどでは外的に与えられる負荷は一定で
あり，筋の受ける負荷は収縮する範囲（関節角度）で異なるが，Isokineticでは最大の負荷が全関節
角度において筋にかかる20），という原理である。実際のIsokineticトレーニソグは，運動部位に加速
度が生じるのを機械的になくす，つまり牽引力が加えられると等速回転を起こす抵抗機を主要部に持
った装置を使って行われる。
　Isokineticトレーニソグの長所は，関節可動域全てにおいて常に適切な負荷が得られること，一度
のセッティソグで伸展・屈曲の拮抗筋のトレーニングが可能であること，トレーニング中に疲労が生
じても関節可動域を変えずに最大努力で安全にトレーニソグできること，設定スピードを変えること
によって実際の競技形態に近いトレーニングが可能なことなどが挙げられる。さらにこのIsokinetic
トレーニソグは，パフォーマンスに最も影響力のあるパワーを，一定時間内に動員できる筋力を増す
ことによって向上させることができるという点に大きな特徴があると考えられる。またこれらの装置
には，トルクを記録する機能が備えられているので，運動中自分のトレーニングを客観的にチェック
でき，そのトルクカーブからは，傷害の有無やその危険性がどの角度に潜在するのか監視することも
可能である。
　Isokineticトレーニングに関する研究報告は1960年代後半からなされてきている。1967年にThis－
tleら25）は，　Isometric，　IsotonicおよびIsokineticトレーニング（4日／週，8週間）の効果について比
較検討し，Isokineticトレーニソグを行ったグループが総仕事量やピークトルクの増加率で，他の2
グループを凌駕したと報告している。またほぼ同時期にMoffroidら18）は，　Isokineticトレーニング
によるトレーニング効果が最も短期間で現れることや，関節角度が小さなところでも良好な成果が得
られることなどを報告している。
　1975年にPipesら19）は，　Isokineticトレーニソグを高速度で行うと，　Isokineticな筋収縮力の増強
が低速度でも高速度でも確認できることを示唆した。そして併せて，Isokineticな筋収縮力の増加も
生じることを報告している。Isokineticトレーニングを行った際の筋放電量は，　Isotonicな収縮を行
ったものと比較し有意に高値を示し，かつ全ての関節角度で筋放電量に差が生じないことから20），
関節可動域全範囲にわたり十分な刺激を筋に与えることができると考えられる。筋の適応の仕方は，
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トレーニングにおける運動様式，運動速度，収縮様式，および収縮力によって影響される22）ことも
考慮すると，実際のパフォーマソスに近いIsokineticトレーニソグの有効利用が期待できるのである。
　Isokineticな運動様式を用いた報告は，従来，膝を含めた脚や腕を中心に動きの中での筋力の特性
が次々に解明されるようになってきた。また最近になって体幹筋に関する観察も見られる。競技ス
ポーツにおいて体の芯の部分の強化は不可欠な要素であり，いわゆる起立筋をいかにトレーニングす
るかが問題とされる。
B．柔道競技への応用の可能性
　柔道の競技力向上を目指して行われてきたトtr・一ニングは，主にウェイトトレーニングである。換
言すれば，IsotonicトレーニングやIsometricトレーニソグであるとも言える。その方法について
は，様々な角度から様々なトレーニソグ理論が唱えられているものの，いずれも経験論的な発想や実
証性に欠ける机上の科学論に由来するものが多いように見受けられる。
　オリンピック選手を対象に，腕や脚のパワー（ピークトルク）を測定し，種目特性を明らかにしよ
うとした過去の報告15）は大変に興味深い。パワーの絶対値では，柔道選手はボート選手などと共に
上位にラソクされるものの，筋の周径囲（断面積）当りの値で比較すると他の競技よりも低いものと
なるのである。このことは，現在まで行われてきた柔道のトレーニソグ方法の限界を現している。つ
まり絶対筋力（筋量）の増大のみに注意が向けられ，筋線維一本一本が爆発的に発揮する能力，すな
わちパワーの考え方がトレーニングに導入されていなかったのである。このように，柔道のトレーニ
ソグをIsotonicやIsometricトレーニソグだけで行うことは，一般論では理解できても，世界チャソ
ピオソを目指す選手に対するアプローチとしては不十分であり妥当な方法ではない。実際に，ベソチ
プレスを人一倍挙げられたとしても，優勝につながらないトレーニソグを繰り返している選手（優勝
予備軍）は多いのもまた現実である。その原因として，最近の世界柔道の流れの中での日本選手の成
績を振り返り，その筋特性を把握し，何が足りないのか，それをカバーするために何をすればいいの
か，そしてそれをどの様な方法ですればいいのか，などの具体的手段を選手個人のレベルで個人の
データから判断するシステムが現在は存在しない，ということが考えられる。
　これを打開するためには，数多くのデータを基にした科学的根拠，つまりどの部位の筋力が，どの
位の速度において，どの程度発揮されているのか，柔道選手の特徴について知ることが必要である。
それによって，得られたデータから選手個人個人への評価やフィードバックが可能となり，柔道選手
の体力的レベルアップのためのトレーニング処方のシステムが確立できるものと考える。
個人研究・研究成果報告
皿．目　的
対人格闘技である柔道競技のパフォーマソスには，体力が大きく影響することが知られている。特
に筋力は，柔道の競技力向上において極めて重要な要因であることが指摘されている1）～11）。柔道競
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技は，身体を直接用いた個々の肉体と技術の激しい攻撃防御の応酬であり，互いの攻防における動き
の中で投技や固技を駆使し相手を制する特性がある。従って筋力的には静的な筋力のみならず，実際
には激しい動きの中での動的な筋力発揮がなされていると考えられる。
　春日井12）は，柔道選手の体力の特徴について，形態的には量育や周育の発達がみられ，機能的に
は背筋力や握力が高いと報告している。廣瀬ら7）は，大学柔道選手を対象にした体力テストから，競
技力の高い選手は四肢を力強く素早く動かせる能力に優れていることを報告している。これらのこと
は，柔道の競技力向上に，動的な筋出力が重要な役割を果たしていることを示唆している。
　一方，筋力とスピードの積として位置づけられるパワーが柔道の競技力向上に重要であることが指
摘されている。スピードとは一定の運動を最小時間で行う能力を意味するが，柔道においてこのス
ピードが果たす役割は，相手の動きや周囲の状況を素早く認識し，最適の動きを選択して対応するこ
とにある。つまり柔道は，相手の攻撃を防ぎ，相手の動き以上のスピードで相手の姿勢の崩れを捉
え，自分の重心移動を相手に利用されないように，最大筋力を素早く発揮することが重要であると考
えられる。
　近年，筋がある規定された速度において出しうる出力を，可動関節範囲の全域にわたって連続的に
観察することができる等速性筋力測定装置が開発され，パワーの測定が可能となった3）。それに伴い
各種スポーツ選手の等速性筋力の測定がなされるようになり，柔道においても，脚，腕，体幹といっ
た部位の測定がなされてきている。その結果，特に相手と直接組み合っている上肢の筋パワーにおい
て柔道選手が優れており6），脚筋パワーにおいても競技力の高い者ほど優れていることが報告されて
いる11）。柔道選手の体幹筋力については，測定する際，特別なアタッチメントが必要であるため報
告が少ない。春日井らは，高校柔道選手14），大学柔道選手13）の体幹等速性筋力を測定し，競技力の
高い大学柔道選手が大きい値を示したことを報告している。また一流柔道選手10）においては，優れ
た体幹筋力を有するとも報告している。特に体幹筋力は，相手と組み合った攻防の中で，自ら重心を
コソトロールし，相手を投げたり，あるいは投げられないように姿勢を維持するために重要であると
考えられる。
　そこで本研究は，柔道選手に求められる筋特性や柔道選手の持つ筋パワー評価のための基礎的資料
を得ることを目的とし，柔道選手の体幹筋特性をよりダイナミックに捉えたいと考え，等速性筋力測
定装置を用いて筋力測定を行うことを試みた。
皿．研究方法
A．、被検者
　被検者は，本研究の主旨を理解し承諾の得られた大学柔道選手（明治大学体育同好会連合会柔道部
員）11名，一般大学生12名とした。大学柔道選手の身体的特性，柔道競技年数，柔道に関するプロ
フィール（階級，得意技，組み手）は表1－1に，一般大学生の身体的特性は表1－2に示した。
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Table　1－1　Physical　characteristics　and　judo　profiles　of　the　judo　athlets　group．
HeightWeightBMI JudoCareer WeightCategoryFavouritetechniqueTakinggriPS
?????????? ???? ??『27．7
23．8
23．8
25．5
26．4
27．8
22．5
22．9
22．1
22．5
24．7
?????????????????
1
81kg
73kg
73kg
73kg
73　kg
90kg
73kg
73kg
73　kg
66kg
81kg
　Uchimata　　　　Right
Tornoe－nage　　　　Right
　Seoi－nage　　　　　Right
　Seoi－nage　　　　　　Left
IpPon－seoinage・　　Right
　Osoto－gari　　　　Right
　Uchimata　　　　　Left
　Uchimata　　　　Right
　Uchimata　　　　Right
　Seoi－nage　　　　　Right
　Osoto－gari　　　　Right
Meall
SD
174．6
5．6
74．7
6．1
24．5
2．1
??
Table　1－2Physical　characteristics　of　the　un－
trained　university　students　group．
Height WeightBMI
??????????????? ??21．9
21．8
25。3
23．8
22．3
22．3
21．6
20．0
23．8
19．8
23．9
21．2
Mean
SD
172。0
5．8
??66
ﾃ
22．3
1．6
B．測定方法
（1）測定部位
　測定部位は，体幹伸展筋および屈曲筋の2部位とした。
　体幹筋力の測定の種類は，等尺性運動，等張性運動，等速性運動，等慣性運動がある。また運動の
方向は，体幹屈伸，体幹回旋，体幹側屈ジ体幹挙上があり，運動肢位においても仰臥位，側臥位，腰
掛け坐位，立位がある。今回の測定は，等速性運動，体幹屈伸，立位を選択して行った。
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（2）測定機器
　体幹筋力測定で用いた測定機器は，CYBEX　TEF（ヘソリージャパン社製）である。　CYBEXは，
正式には，CYBEX　machineといい，　cybernetic　exercise　machineの略であり，人工頭脳による機器
と直訳できる。人工頭脳によって一定の角速度の運動となるように制御され，発生した筋トルクと同
じ抵抗が加わるように設計されている。CYBEX　TEFは，人工頭脳であるダイナモメータに，体幹
伸展・屈曲（trunk　extension一且exion；TEF）測定のためのアタッチメントを組み合わせたものであ
り，今回の測定はこれを用いた。
（3）被検者の測定時姿勢
　被検者は，高さの調節可能な足板上で立位姿勢をとらせ，腸骨前上棘の上部に骨盤用ベルトを通
し，体幹を固定した。膝関節は約15度の屈曲位とし，下肢の前面においては，膝蓋骨の上部を大腿
パッド，後面では膝窩部に膝窩用パッドを用い両下肢を固定した。腰背部は骨盤用シートパッドにも
たれさせ，胸部は前方を胸部パッド，背部を肩甲骨パッドで固定した。肩の位置は股関節の直上にく
るように調節し，背中は床に対して垂直とした。運動の回転軸は，第5腰椎一第1仙椎（L5／S1）に
設定した。具体的には，軸は水平調節（前額面からの調節）では腸骨稜の上部から3．5cm下とし，
垂直調節（矢状面からの調節）では，腋窩中央線とL5／S1の交点に設定した。運動時は被検者に胸
部パッドのグリップを持たせ，直立位の姿勢から設定した角度に屈曲後，再び立位に伸展する運動を
行わせた。
（4）測定プロトコール
　測定プロトコールは，CYBEX　TEF標準プロトコール4）に従い，体幹の屈曲角度を60度とし，測
定角速度は60deg／s，90　deg／s，120　deg／s，150　deg／sの4種類とした。被検者は各角速度の測定前に
4回ずつ体幹屈伸運動を練習した後，それぞれ3回，3回，5回，5回，の最大努力運動を行い，レ
コーダーに記録されたトルクは最大値をピークトルク値として用いた。
C．統計処理
　大学柔道選手と一般大学生との比較は，分散分析を施しFisher’s　Protected　Least　Significant
Differenceによる多重比較によって行った。またピークトルク値と運動角速度の関係は，相関係数を
求め，その有意性はF分布表から検定した。有意水準は，いずれも危険率5％未満とした。
N．結　果
A．．体幹伸展筋力
　各被検者の体幹伸展筋力は，表2に一般大学生，表4に柔道選手の測定角速度別ピークトルク値
を示した。また一般大学生と柔道選手それぞれの，測定角速度に伴う平均体幹伸展筋力の動態は，図
1に示した。
　柔道選手の体幹伸展筋力と角速度には，有意な負の相関（r＝0．441，N＝44，　p＜0．01）が認められ
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Table　2Peak　torque　of　trunk　extension　on
the　untraind　university　students　group．
Table 4Peak　torque　of　trunk　extension　on　the
judo　athlets　group．
Subjects　60　deg／s　90　deg／s　120　deg／s　150　deg／sSubjects　60　deg／s　90　deg／s　簡120　deg／s　150　deg／s
??????????????????????????
「
??506
364
353
353
368
304
334
393
237
288
452
444
365
343
343
304
321
327
342
258
302
411
391
334
329
329
283
312
313
312
285
271
361
391
286
292
292
229
298
274
281
263
250
353
Mean
SD
302
62
289
59
265
41
226
53・
Mean
SD
359
74
342
51
320
35
292
45
（Nm）
450
400
350
300
250
200
150
Trunk　Extension
嗣瞳廟■鞠■■瞳軸鞠，
　　　　　　　　　　　　＊
鯛軸亀勒
　　　亀噂亀陶、1＼、＊＊
＃＃
60 90 120 150
（degls）
Fig．1　Changes　in　peak　torque　of　trunk　extension　at　each　angle　velocity．　Values　are　the　mean±SD．　Closed
　　　　　　・i・cle　sh・ws　th・jud・・th1・t・g・・up　and・1・sed・qua・e・h・w・th・unt・aind　unive・sity・ttid・nt・
　　　　　　9「oup・
＄＄；p＜0．01，＃＃；p＜0．01：Significant　difference　between　peak　torque　at　60　degrees　per　second　and　150　degrees　per
seconds　oll　each　group．＊；p＜0．05，＊＊；p＜0．01：Significant　difference　between　judo　athlets　and　untraind　university
students　group，
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Table　3Peak　torque　of　trunk　flexion　on　the
untraind　university　students　group．
Table　5Peak　torque　of　trunk血exion　on　the　judo
athlets　group．
Subjects　60　deg／s　90　deg／s　120　deg／s　150　deg／sSubjects　60　deg／s　90　deg／s　120　deg／s　150　deg／s
???????????? ???????? ??????ss??????????317229
224
199
172
283
200
255
262
220
300
286
220
219
195
167
273
203
260
257
221
271
285
208
223
196
165
279
201
257
235
213
269
274
200
209
182
153
274
189
250
235
204
264
Mean
SD
196
19
191
17
186
19
177
21
Mean
SD
242
46
234
38
230
38
221
41
（Nm）
400
350
300
250
200
150
100
＊＊＊
Trunk　Flexion
望層藺一藺ロ’“馳一一一望一一一一一一ず
?
60 90 120 　　　150
（deg／s）
Fig．2　Changes　in　peak　torque　of　trunk　flexion　at　each　angle　velocity．　Values　are　the　mean±SD．　Ope皿ed
　　　　　　circle　shows　the　judo　athlets　group　and　opened　s〔luare　shows　the　untraind　university　students
　　　　　　9「oup・
＃；p＜0．05：Significant　difference　between　peak　torque　at　60　degrees　per　second　and　150　degrees　per　seconds　on　un－
traind　university　students　group．＊；p＜0．05，＊＊；p＜0．01，＊＊＊；p＜0．001：Significant　difference　between　judo　athlets
and　untraind　university　students　group，
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（Nm）
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Comparison　with　peak　torque　of　trunk　extension　and　angle　velQcity　on　the　judo　athlets．
（Nm）
340
320
300
280
260
240
220
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18①
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Fig．5　Comparison　with　peak　torque　of　trunk　extension　and　angle　velocity　on　the　untraind　university　stu・
　　　dents．
（図4），速度の増加に伴い筋力が低下することが示唆された。また150deg／s時のピークトルク値は
60deg／s時に比し，有意（p＜0．01）な低値を示した。
　一般大学生の体幹伸展筋力と角速度には，有意な負の相関（r＝0．476，N＝48，　p＜0．001）が認めら
れ（図5），速度の増加に伴い筋力が低下することが示唆された。また柔道選手と同様に，150deg／s
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Fig．6　Comparison　with　peak　torque　of　trunk　flexion　and　angle　velocity　on　the　judo　athlets．
（Nm）
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Fig．7　Comparison　with　peak　torque　of　trunk　flexion　and　angle　velocity　on　the　untraind　university　stu－
　　　dents．
時のピークトルク値は60deg／s時に比し，有意（p＜0，01）な低値を示した。
　平均体幹伸展筋力は，柔道選手が一般大学生に比し有意に大きく，各測定角速度においてそれぞれ
有意差（60deg／s；p＜0．05，90　deg／s；p＜0．05，120　deg／s；p＜0．05，150　deg／s；p＜0．01）が認められ
た。
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B．体幹屈曲筋力
　各被検者の体幹屈曲筋力は，表3に一般大学生，表5に柔道選手の測定角速度別ピークトルク値
を示した。また一般大学生と柔道選手それぞれの，測定角速度に伴う平均体幹屈曲筋力の動態は，図
2に示した。
　柔道選手の体幹屈曲筋力と角速度には，相関関係が認められず（図6），速度の増加に伴い筋力は
低下しないことが示唆された。
　一般大学生の体幹屈曲筋力と角速度には，有意な負の相関（r＝O．346，N＝48，　p＜0．05）が認めら
れ（図7），速度の増加に伴い筋力が低下することが示唆された。また150deg／s時のピークトルク値
は60deg／s時に比し，有意（p＜0．05）な低値を示した。
　平均体幹屈曲筋力は，柔道選手が一般大学生に比し有意に大きく，各測定角速度においてそれぞれ
有意差（60deg／s；p〈0．001，90　deg／s；p＜0．05，120　deg／s；p＜0．01，150　deg／s；p〈0．01）が認められ
た。
C．減少率
　体幹伸展筋力および屈曲筋力の運動速度増加に伴う減少率（60deg／s時のピークトルク値を100％）
の変化は，図3に示した。
　体幹伸展筋力は，一般大学生および柔道選手で運動角速度が120deg／s時と150　deg／s時において
有意（一般大学生：120deg／s；p＜0．01，150　deg／s；p＜0，001，柔道選手：120　deg／s；p＜0．05，150
deg／s；p＜0．001）な減少を示した。また一般大学生および柔道選手の減少率には有意（p＜0．001）
な差が認められ，特に150deg／s時における柔道選手の減少率は，一般大学生との間に有意差（p＜
0．05）が認められた。
　体幹屈曲筋力は，一般大学生，柔道選手共に減少率がほぼ同様な動態を示し，運動角速度が120
deg／s時と150　deg／s時において共に有意（一般大学生：120　deg／s；p〈0．05，150　deg／s；p＜0．001，
柔道選手：120deg／s；p＜0．05，150　deg／s；p＜0．001）な減少を示した。一般大学生と柔道選手の体幹
屈曲筋力減少率に有意差は認められなかった。
V．考　察
　Bogdukら1）は，体幹を立位で安定させるために，背筋群の作用機能は脊柱の働きから脊柱の小さ
な自動運動・姿勢運動・前屈から物を持ち上げる等，三つの観点によって考えなければならないと指
摘し，腹空内圧を高め脊柱を安定させる働きをする腹筋群と併せて重要であると報告している。ま
た，近年柔道をはじめとする競技スポーッにおいて，姿勢保持やそのスポーツの独自な動きの中で腹
筋および背筋力の重要性が指摘され続けている。特に柔道のように相手と組み合った攻防の中で自ら
の重心をコソトロールし，相手を投げたり，投げられないようにするために姿勢を維持する必要のあ
る競技では，まさに競技成績を左右する要素の一つと理解でき，体幹を支える腹筋，背筋の筋力が競
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degrees　per　second　on　the　each　group．＊；p＜0．05：Significant　difference　between　judo　athlets　and　untraind　unlvers卜
ty　students　group．
技場面において非常に重要な要素であると考えられる。
A．体幹伸展筋力
　本研究における平均体幹伸展筋力は，柔道選手が一般大学生に比し，どの運動角速度においても有
意に大きく，低速度，高速度に関わらず筋力を発揮する能力が高いことが確認された。このことは，
先行研究10）11）における結果を支持するものであった。また，柔道選手および一般大学生の体幹伸展
筋力と角速度には，共に有意な負の相関が認められたことから，高木らの報告23）と同様，発揮筋力
は速度の増加に伴い減少することが確認された。Mayer17）は，体幹の捻りをisokineticに評価した場
合，運動速度の増加に比例して体幹筋のパワーが低下し，特に伸展筋群の低下が顕著であることを報
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告している。その理由として背筋群は抗重力筋としてST線維の割合が大きいことを挙げている。こ
のことから，本研究における体幹伸展筋力の速度増加に伴う発揮筋力の減少は，伸展筋群の筋線維組
成に起因するものと考えられる。
　体幹伸展筋力の運動速度増加に伴う減少率（60deg／s時のピークトルク値を100％）の変化は，柔
道選手が一般大学生に比し有意に低く，特に150deg／s時において有意差が認められた。このことか
ら，柔道選手は一般大学生より高速度場面において発揮筋力の減少程度が抑えられることが示唆され
た。柔道においては，「受け」の局面などで素速い背筋群の筋力発揮が要求される可能性が高いこと
を考えると，運動速度が速い場面でも背筋群パワーが低下しないことは，柔道競技の重要な体力要素
の一つであると考えられる。ピークトルク値の結果ではあるが，先行研究によれば，柔道選手の体幹
伸展筋力は他のスポーツ種目（アメリカンフットボール選手および相撲選手）と異なり，運動速度が
全般にわたって低下を観察しなかった21）とされている。このことを踏まえて考えると，今回得られ
た結果は，正に柔道の筋力特性として捉えることができ，それが高速度領域における一般大学生との
差となって現れたものと推察できる。
B．体幹屈曲筋力
　本研究における平均体幹屈曲筋力は，柔道選手が一般大学生に比し，どの運動角速度においても有
意に大きく，低速度，高速度に関わらず筋力を発揮する能力が高いことが確認された。このことは，
先行研究10）11）における結果を支持するものであった。柔道選手および一般大学生の体幹屈曲筋力と
角速度には，一般大学生に有意な負の相関が認められたのに対し，柔道選手には相関関係が認められ
なかった。このことから，一般大学生の体幹屈曲筋力の発揮は速度の増加に伴い減少するが，柔道選
手は筋力の発揮に運動速度が関与しないことが示された。春日井ら10）は，高校柔道選手，大学柔道
選手，一流柔道選手，一般大学生それぞれの体幹屈曲筋力を測定した結果，一般大学生は運動速度の
増加に伴って発揮パワーが減少したが，柔道選手は低速度領域よりもむしろ高速度領域において発揮
パワーが大きいことを観察した。そして柔道選手においては，投技時の「崩し」や「掛け」の局面，
固技では伏臥あるいは仰臥位での防御の局面で，Isometricに近い状態からスピードを伴う状態まで
全てにわたる腹筋群パワーが重要であることをその理由として考察している。今回得られた結果は，
柔道選手において運動速度に関係なく屈曲筋パワーが発揮されるという点で類似しており，また柔道
の投技，特に背負投に代表される担ぎ技は，相手を背負った状態からのスピーディな屈曲筋力発揮が
重要な要素であるし，相手からの攻撃に対して自らの姿勢やバランスを維持するためには，Isomet－
ricに近い状態での筋力発揮が必要であることから，柔道選手の体幹屈曲筋力の発揮特性として捉え
ることができると思われる。
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